
① いかに 「我が事」 として考えさせるか
危険な事例を示すだけでは、子供は「自分には関係ない」と受け止めがちです。
場面を想像させ、「もし自分だったらどうするか」と考えさせることが、自覚につながります。

② 「知識」 だけではなく、「判断する力」を育てる
「何が危険か」は知っていても、「どのくらい危険か」の見積もりはズレやすいものです。
その場その場で考え、立ち止まって判断する力を育てることが重要です。

③ 情報モラルの時間をどう確保するか
「何を、いつ教えればよいか分からない」という声も聞かれます。
情報モラルは、各教科や日常のタブレット使用場面の中で、活用しながら育てていくことができます。
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① 「情報活用」と「情報モラル」をセットで学ぶ

② 45分でも15分でも実施でき、学級で議論できる

③ 小学校下学年版／上学年版／中学校・高校版の3種類
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自主学習にも
利用できます

出典：文部科学省 第４回情報モラル教育指導者セミナー
https://www.youtube.com/watch?v=XbPfbCTan-w

問合せ先 徳島県教育委員会教育ＤＸ推進課 ０８８－６２１－３０９９

出典：GIGAワークブックとくしま
https://j-moral.tokushima-ec.ed.jp/page_20240603065417

徳島県情報モラルサポートサイト

https://j-moral.tokushima-ec.ed.jp/

情報は 「だいふく」で見極めよう！
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